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中
国
古
典
演
劇
の
世
界
に
お
い
て
は
、
金

・
元
代
に
演
劇
が
開

花
し
て
以
来
、
近
代
に
至
る
ま
で
悲
劇
論
は
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
大
部
分
の
作
品
が
最
終
的
に
団
円
に
終

っ
て
し
ま
い
、

大
団
円
が
劇
の
収
場
の
常
套
手
段
と
見
な
さ
れ
て
き
た
事
が
大
き

な
原
因
の

―
つ
で
あ
る
。

し
か
し

、
演
劇
の
成
立

•

発
展
期
で
あ

っ

た
元
代
に
お
い
て
は
、

団
円
に
終
ら
な
い
悲
劇
的
結
末
を
迎
え
る
よ
う
な
作
品
も
幾
つ
か

存
在
し
て

い
る
。
更
に
、

作
品
自
体
は
後
世
に
は
伝
わ

っ
て
い
な

い
も
の
の
、

脚
本
の
題
名
か
ら
判
断
す
る
と
悲
劇
的
故
事
を
扱
っ

た
作
品
と
推
測
さ
れ
る
よ
う
な
劇
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
ゆ

え
に
私
は
、
元
代
に
お
い
て
は
悲
劇
は
あ
る
程
度
の
数
が
存
在
し

て
い
た
が
、
元
か
ら
明
へ
の
時
代
の
趨
勢
の
中
で
洵
汰
さ
れ
、
あ

る
も
の

は
滅
び
、
あ
る
も

の
は
団
円
に
改
編
さ
れ
て
伝
わ

っ
た、

と
い
う
見
解
を
取

っ
て
い
る
(1
)
。

そ
れ
で
は
、
演
劇
が
大
い
に
流
行
し
た
元
代
に
は
、
ど
の
よ
う

な
悲
劇
作
品
が
上
演
さ
れ
て
い
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
元
雑
劇
に

お
け
る
悲
劇
研
究
の
一
助
と
し
て
「
漢
宮
秋
」
劇
を
取
り
上
げ
る
。

馬
致
遠
作
「
漢
宮
秋
」
劇
は
、
前
漢
、
元
帝
の
時
代
に
匈
奴
の

単
干
に
和
蕃
公
主
と
し
て
嫁
い
だ
王
昭
君
の
故
事
を
も
と
に
し
た

「
漢
宮
秋
」劇
の
悲
劇
性
（
伊
藤
実
雪）

は
じ
め
に

「
漢
宮
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本
稿
で
は
、
王
昭
君
故
事
の
系
譜
を
辿
り
つ
つ
、
故
事
が
劇
化

王
季
思
主
編
『
中
国
十
大
古
典
悲
劇
集
』
前
言
(
4
)
〕

戯
曲
で
あ
る
が
(
2
)
、
『元
曲
選
』

百
種
の
第

一
に
置
か
れ
、
名
作

の
誉
れ
高
い
作
品
で
あ
る
。

一
般
的
に

「
漢
宮
秋
」
は
悲
劇
と
し
て

位
罹
付
け
ら
れ
て
い
る
。

明
以
後
，
博
奇
無
非
喜
劇
，
而
元
即
有
悲
劇
其
中
。
就
其

存
者
言
之
，

如
漢
宮
秋
、
梧
桐
雨
、
西
蜀
夢
、
火
燒
介
子
推、

張
千
替
殺
妻
等
，
初
無
所
謂
先
離
後
合
，
始
困
終
亨
之
事
也
。

明
以
後
は
、
博
奇
は
全
て
喜
劇
で
あ
り
元
に
の
み
悲
劇
は

存
在
す
る
。
現
存
の
作
品
に
つ
い
て
言
え
ば
、
例
え
ば
「
漢

宮
秋
」
「
梧
桐
雨
」
「
西
蜀
夢
」
「火
燒
介
子
推
」「
張
千
替
殺

妻
」
な
ど
は
、
所
謂
「
先
離
後
合
」
「始
困
終
亨
」
の
事
と

し
て
終
っ
て
い
な
い
。

〔
王
国
維

「
宋
元
戯
曲
考
」(3
)
〕

《
寅
蛾
寃
》
、
《
漢
宮
秋
》
、
《
梧
桐
雨
》
、
《
趙
氏
孤
児
》
被

誉
為
元
人
四
大
悲
劇
。
無
論
就
内
容
的
深
刻
或
芸
術
的
完
整

看
，
宅
門
都
可
称
之
為
我
国
古
典
悲
劇
史
上
的
豊
碑
大
霜
゜

「
寅
蛾
寃
」
「
漢
宮
秋
」「
梧
桐
雨
」
「趙
氏
孤
児
」
は
元
代

劇
作
家
の
四
大
悲
劇
と
し
て
称
え
ら
れ
る
。
内
容
の
深
刻
さ

や
芸
術
的
完
成
度
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
は
皆
我
が
国
の
古
典

悲
劇
史
上
の
大
き
な
金
字
塔
と
称
さ
れ
る
。

さ
れ
る
に
当

っ
て
ど
の
よ
う
に
悲
劇
と
し
て
成
立
し
た
の
か
に

つ

い
て
検
討
し
、
「
漢
宮
秋
」
劇
の
悲
劇
性
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

王
昭
君
故
事
の
成
立

〔
『
漢
書
』
巻
九

王
昭
君
が
匈
奴
の
呼
韓
邪
単
干
に
嫁
し
た
記
録
は
『
漢
書
』
元

帝
本
紀

・
匈
奴
伝
に
遡
る
事
が
で
き
る
。

党
寧
元
年
春
正
月
、
匈
奴
呼
韓
邪
単
干
来
朝
。
詔
曰
‘
匈

奴
那
支
単
干
、
背
叛
積
義
、
既
伏
其
翠。

呼
韓
邪
単
干
不
忘

恩
徳
、
郷
慕
祠
義
、
復
修
朝
賀
之
積
、
願
保
塞
、
博
之
無
窮
、

邊
垂
長
無
兵
革
之
事
。
其
改
元
為
党
寧
゜
賜
単
干
特
詔
、
腋

庭
王
楢
為
関
氏
。

元
帝
本
紀
〕

党
寧
元
年
、
単
干
復
入
朝
。
祠
賜
如
初
、
加
衣
服
錦
吊
紫
、

皆
倍
於
黄
龍
時
。
単
干
自
言
願
壻
漢
氏
以
自
親
。
元
帝
以
後

宮
良
家
子
王
謄
字
昭
君
賜
単
干
。
単
干
耀
喜
、
上
書
願
保
塞

上
谷
以
西
至
敦
煙
、
博
之
無
窮
、
請
罷
邊
備
塞
吏
卒
以
休
天

子

人

民

。

〔

『

漢

書

』

巻

九
十
四
下

ま
た
、
匈
奴
伝
に
よ
れ
ば
、
匈
奴
に
嫁
し
た
後
の
王
昭
君
は
寧

胡
問
氏
と
称
さ
れ
て
伊
屠
智
牙
師
と
い
う
男
子
を
産
ん
だ
。
建
始

二
年
（
前
三
一

）
に
呼
韓
邪
単
干
が
死
ぬ
と
、
大
関
氏
と
の
間
に
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「
王
明
君
詞
」
は
比
較
的
早
く
王
昭
君
故
事
を
題
材
に
し
た
楽
府

「
漢
宮
秋
」
劇
の
悲
劇
性
（
伊
藤
実
雪）

生
ま
れ
た
離
陶
莫
皐
が
即
位
し
て
復
株
索
若
靱
単
子
と
な
っ
た
。

匈
奴
の
風
習
で
は
家
系
を
相
続
す
る
者
が
先
代
の
妻
を
婆
る
媛
婚

制
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
昭
君
は
胡
俗
に
従
っ
て
復
株
索
単
干

の
妻
と
な
っ
た
。
単
干
と
の
間
に
は
須
卜
居
次
と
当
干
居
次
と
い

う
二
人
の
女
子
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

『漢
書
』
で
は
昭
君
が
単
干
に
嫁
い
だ
事
が
記
録
と
し
て
記
さ

れ
、
そ
の
詳
細
な
経
緯
に
ま
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
『
後

漢
書
』
に
な
る
と
か
な
り
具
体
的
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。

昭
君
字
嬉
南
郡
人
也
。
初
元
帝
時
以
良
家
子
選
入
腋
庭
゜

時
呼
韓
邪
来
朝
。
帝
勅
以
宮
女
五
人
賜
之
、
昭
君
入
宮
数
歳

不
得
見
御
、
積
悲
怨
、
乃
請
腋
庭
令
、
求
行
呼
韓
邪
。
辞
臨

大
會
帝
召
五
女
以
示
之
。
昭
君
豊
容
限
飾
、
光
明
漢
宮
。
顧

景
斐
回
。
疎
動
左
右
。
帝
見
大
驚
、
意
欲
留
之
、
而
難
於
失

信
、
遂
輿
匈
奴
。
生
二
子
。
及
呼
韓
邪
死
、
其
前
関
氏
子
、

代
立
欲
妻
之
。
昭
君
上
書
求
蹄
、
成
帝
勅
令
従
胡
俗
遂
復
為

後
単
干
間
氏
。

〔

『
後
漢
書
』
南
匈
奴
列
伝
第
七
十
九
〕

『
後
漢
書
』
に
よ
れ
ば
、
昭
君
は
元
帝
の
寵
愛
が
な
い
の
を
恨

ん
で
自
ら
志
願
し
て
匈
奴
に
嫁
い
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
昭
君
の
美

貌
を
目
の
当
た
り
に
し
た
元
帝
は
驚
き
後
悔
す
る
が
、
や
む
な
く

嫁
が
せ
る
事
に
す
る
。
『
漢
書
』
の
成
立
は
九
二
年
頃
、

『
後
漢
書
』

は
四
四

0
年
頃
で
両
者
に
は
三
五
0
年
程
の
開
き
が
あ
る
。
そ
の

間
に
王
昭
君
の
史
実
は
徐
々
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
備
え
て
い

っ
た
(5)
。

後
漢
の
察
枢
の
『
琴
操
』
、
魏
の
石
崇
の
「
王
明
君
詞
」
は
、
『
漢

書
』
と
『
後
漢
書
』
の
間
に
成
立
し
た
作
品
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

『
琴
操
』
で
は
、
自
ら
志
願
し
て
匈
奴
に
嫁
し
た
昭
君
に
世
達

と
い
う
男
子
が
生
ま
れ
、
単
干
の
死
後
後
継
者
と
し
て
即
位
す
る

が
、
昭
君
は
自
分
の
子
の
妻
と
な
る
事
が
耐
え
ら
れ
ず
に
薬
を
飲

ん
で
自
殺
す
る
と
い
う
筋
に
な

っ
て
お
り
、
史
実
と
は
か
け
離
れ

た
展
開
と
な

っ
て
い
る
。
我
が
子
と
の
媛
婚
と
い
う
設
定
に
よ

っ

て
悲
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
の
昭
君
像
が
一
層
強
調
さ
れ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

元
帝
後
宮
既
多
，
不
得
常
見
，
乃
使
婁
工
圏
形
，
案
圏
召

幸
之
。
諸
宮
人
皆
賂
婁
工
，
多
者
十
萬
，
少
者
亦
不
減
五
萬
゜

獨
王
嬉
不
肯
，
遂
不
得
見
。
後
匈
奴
入
朝
，
求
美
人
為
問
氏
。

於
是
上
案
圏
，
以
昭
君
行
。
及
去
，
召
見
，
貌
為
後
宮
第

一
，

善
應
封
，
學
止
嬬
雅
。
帝
悔
之
，
而
名
籍
巳
定
。
帝
重
信
於

外
國
，
故
不
復
更
人
，
乃
窮
案
其
事
，

書＿エ
皆
棄
市
，
籍
其

家
資
皆
巨
萬
。
書
工
有
杜
陵
毛
延
寿
，
為
人
形
，
醜
好
老
少
，

必
得
其
慎
；
安
陵
陳
散
，
新
豊
劉
白
、
聾
寛
，
並
工
為
牛
馬

飛
鳥
衆
勢
，
人
形
好
醜
，
不
逮
延
寿
；
下
杜
陽
望
亦
善
書
＿，

尤
善
布
色
，
奨
育
亦
善
布
色
：
同
日
棄
市
。
京
師
婁
工
，
於

是
差
稀
0

(6
)
 

元
帝
に
は
後
宮
が
大
勢
い
た
た
め
、
会
う
事
も
大
変
だ

っ

た
。
そ
こ
で
画
工
に
肖
像
画
を
描
か
せ
、
そ
れ
を
も
と
に
召

し
出
し
た
。
宮
女
た
ち
は
皆
、
画
工
に
賄
賂
を
贈
り
、
多
い

も
の
で
十
万
、
少
な
い
も
の
で
も
五
万
を
下
ら
な
か

っ
た。

し
か
し
王
嬉
だ
け
は
そ
の
よ
う
に
し
な
か

っ
た
の
で
、
遂
に

帝
に
見
え
る
事
は
な
か

っ
た
。
後
に
匈
奴
が
入
朝
し
て
問
氏

と
な
る
美
人
を
求
め
て
き
た
。
そ
こ
で
帝
は
肖
像
画
を
も
と

に
昭
君
を
行
か
せ
る
事
に
し
た
。
出
発
の
時
に
召
し
て
会

っ

て
み
る
と
、
そ
の
容
貌
は
後
宮
第

一
で
対
応
に
優
れ
、
身
の

こ
な
し
も
優
雅
だ

っ
た
。
帝
は
後
悔
し
た
が
、
既
に
名
簿
は

定
ま
っ
て
い
た
。
帝
は
外
国
と
の
信
義
を
重
ん
じ
た
の
で
別

の
者
に
変
更
し
な
か

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
件
に
つ
い
て
調
べ
、

画
工
は
皆
処
刑
し
て
そ
の
巨
万
の
資
産
を
没
収
し
た
。
画
工

の
中
に
は
杜
陵
の
毛
延
寿
も
い
た
が
、
彼
は
肖
像
を
描
か
せ

れ
ば
美
醜
老
若
、
必
ず
実
物
通
り
に
描
い
た
。
安
陵
の
陳
散

や
新
豊
の
劉
白
、
罪
寛
は
皆
、
牛
馬
飛
鳥
の
様
々
な
様
態
を

ま
で
の
経
緯
が
更
に
詳
し
く
記
さ
れ
る
。

梁
の
呉
均
の
『
西
京
雑
記
』
に
な
る
と
、
昭
君
が
匈
奴
に
嫁
す

と
し
て
位
償
付
け
ら
れ
る
。
胡
地
に
て
媛
婚
を
強
い
ら
れ
る
恥
辱

と
、
死
ぬ
事
も
で
き
ず
に
た
だ
生
き
長
ら
え
て
祖
国
を
懐
か
し
む

ほ
か
な
い
悲
し
い
境
遇
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

描
い
た
が
、
肖
像
画
の
腕
は
毛
延
寿
に
及
ば
な
か

っ
た
。
下

杜
の
陽
望
も
絵
に
優
れ
、
と
り
わ
け
配
色
に
秀
で
て

い
た
。

奨
育
も
配
色
に
秀
で
て
い
た
が
、
彼
ら
も
同
じ
日
に
処
刑
さ

れ
た
。
都
の
画
工
は
こ
れ
に
よ

っ
て
め

っ
き
り
少
な
く
な

っ

て
し
ま

っ
た。

『
西
京
雑
記
』
の
画
工
の
プ
ロ

ッ
ト
は
、
昭
君
が
匈
奴
に
嫁
す

理
由
と
し
て
新
た
に
加
わ
り
、
以
後
定
着
し
て
い

っ
た
。
そ
し
て
、

賄
賂
を
受
け
取

っ
て
い
た
画
エ
と
し
て
、

当
時
肖
像
画
の
第

一
人

者
と
目
さ
れ
な
が
ら
処
刑
さ
れ
た
毛
延
寿
が
悪
役
と
な

っ
て
ゆ
く
。

こ
の
よ
う
に
、
王
昭
君
の
故
事
は
史
実
を
も
と
に
し
て
徐
々
に

膨
ら
ん
で
ゆ
き
、
昭
君
が
帝
の
薄
寵
を
怨
ん
で
自
ら
志
願
し
て
匈

奴
に
嫁
す
と
い
う
『
琴
操
』
・
『
後
漢
書
』
の
筋
は
『
西
京
雑
記
』

の
画
工
の
姦
計
と
い
う
プ
ロ

ッ
ト
ヘ
と
変
わ

っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

唐
代
は
六
朝
時
代
の
古
小
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
記
録
的
な
短

い
文
章
か
ら
、
伝
奇
の
よ
う
な
本
格
的
な
文
章
が
書
か
れ
る
よ
う

に
な
り
、
小
説
が
発
展
を
遂
げ
た
時
期
で
も
あ

っ
た
が
、

王
昭
君

故
事
に
関
し
て
は
『
西
京
雑
記
』
の
内
容
を
超
え
る
よ
う
な
作
品

は
見
ら
れ
な
い
。

土早
増
の
『
周
秦
行
紀
』
は
牛
僧
襦
が
漢
の
文
帝

の
母
、
薄
太
后
の
廟
に
迷
い
込
み
、
戚
夫
人
や
王
昭
君
、

唐
の
楊

貴
妃
、
斉
の
溜
淑
妃
と
会
う
話
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
は
、
昭
君

が
毛
延
寿
の
描
い
た
画
に
よ

っ
て
匈
奴
に
嫁
が
さ
れ
、
呼
韓
邪
単

干
と
復
株
索
単
干
の
妻
と
な

っ
た
事
が
断
片
的
に
述
べ
ら
れ
て

い

る
に
過
ぎ
な
い
(7
)
。
ま
た
、
作
者
未
詳
の
『
澗
玉
集
』
巻
十
四
、

美
人
篇
第

一
に
は
「
王
昭
」
と
し
て
昭
君
の
話
が
載
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
内
容
は
『
西
京
雑
記
』
を
踏
襲
し
て
い
る
(

8
)
0

唐
代
に
は
小
説
と
は
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
で
は
あ
る
も
の
の
、
民

間
の
語
り
物
の
中
に
も
昭
君
の
故
事
は
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
。
今

世
紀
初
頭
に
発
見
さ
れ
た
敦
煙
変
文
の
中
に
は

「
王
昭
君
変
文
」

〔
p
．
二
五
五
三
〕
が
存
在
す
る
。
唐
、

吉
師
老
の

「蜀
女
の
昭
君

変
を
転
ず
る
を
看
る
」
〔
『
全
唐
詩
』
巻

二
十
八
〕
、
王
建
の
「
蛮

妓
を
観
る
」〔
『
全
唐
詩
』
巻
十

一〕

な
ど

の
詩
か
ら
は
王
昭
君
の

変
文
が
市
井
に
て
語
ら
れ
た
事
が
窺
え
る
。
変
文
は
主
と
し
て
仏
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教
の
伝
道
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
語
り
物
で
あ
り
、

文
芸
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
(9
)
。
漢
代
よ
り
史
実
と
虚
構
が
入
り

混
じ

っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
王
昭
君
の
故
事
が
、

ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

「
王
昭
君
変
文
」

「
漢
宮
秋
」
劇
の
悲
劇
性
（
伊
藤
実
雪
）

一
種
の
唱
導

変
文
に
お
い
て

次
に
検
討
を
進
め
た

「
王
昭
君
変
文
」
は
中
唐
の
頃
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
(10)
。

変
文
は
散
文
と
七
言
を
主
と
し
た
韻
文
と
を
交
互
に
交
え
た
構
成

に
な

っ
て
お
り
、
上
下
二
巻
に
分
か
れ
て
い
る
。
上
巻
末
に
は
「
上

巻
立
鋪
畢
、
此
入
下
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
(11
)
、
「
鋪
」
と
は

唐
•

五
代
の
頃
に
絵
画
を
数
え
る
単
位
と
し
て
用
い
ら
れ
た
字
で

あ
る
。
ま
た
、
本
文
中
の
七
箇
所
に
見
ら
れ
る
散
文
か
ら
韻
文
へ

の
繋
ぎ
の
部
分
に
は
絵
画
を
示
し
な
が
ら
韻
文
を
う
た
う
慣
用
句

が
付
さ
れ
て
お
り
、
王
昭
君
変
文
の
絵
解
き
と
し
て
の
性
格
を
窺

う
事
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
上
巻
の
前
半
部
、
昭
君
が
漢
宮
で
過

ご
し
て
い
た
頃
の
記
載
部
分
は
欠
損
し
て
お
り
、
変
文
は
昭
君
が

胡
地
へ
赴
く
旅
路
を
う
た

っ
た
七
言
の
韻
文
か
ら
始
ま
る
。

昭
君
は
漢
土
に
別
れ
を
告
げ
て
匈
奴
の
地
へ
と
向
か
い
、
数
ヶ

月
か
け
て
到
着
す
る
。
匈
奴
の
地
に
至

っ
た
昭
君
は
大
切
に
扱
わ

れ
、
煙
脂
皇
后
の
号
を
賜
る
も
の
の
、
異
域
で
の
風
俗
習
慣
の
違

い
か
ら
望
郷
の
念
は
募
る
ば
か
り
。
単
干
は
何
と
か
彼
女
を
楽
し

ま
せ
よ
う
と
大
規
模
な
狩
猟
を
催
し
た
り
す
る
が
、
狩
猟
の
残
酷

さ
に
心
を
痛
め
る
ば
か
り
で
昭
君
の
気
分
は

一
向
に
晴
れ
な
い
。

そ
し
て
故
郷
を
懐
か
し
み
画
匠
を
恨
み
す
る
う
ち
に
遂
に
病
気
に

な
っ
て
、
余
命
幾
許
も
な
く
な
る
。
死
期
を
悟
っ
た
昭
君
は
、
自

分
の
亡
骸
を
故
郷
に
埋
葬
し
て
自
分
の
死
を
漢
王
に
知
ら
せ
る
よ

う
遺
言
す
る
。
単
干
は
必
死
に
回
復
を
祈
る
が
、
そ
の
甲
斐
な
く

昭
君
は
永
眠
す
る
。
単
子
は
昭
君
の
死
を
深
く
悲
し
み
、
彼
女
の

た
め
に
盛
大
な
葬
儀
を
行
う
。
後
に
、
漢
の
哀
帝
に
遣
わ
さ
れ
た

弔
問
の
使
者
が
訪
れ
る
。
使
者
は
漢
と
匈
奴
の
境
界
に
あ
る
昭
君

の
墓
、
青
塚
を
訪
れ
て
祭
詞
を
述
べ
、
変
文
は
終
わ
る
。

上
巻
の
欠
損
に
よ

っ
て
昭
君
が
単
干
に
嫁
す
ま
で
の
詳
細
な
経

緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
変
文
の
中
で
、

良
由
豊
匠
，
捉
妾
陵
持
，
遂
使
望
断
黄
沙
，
悲
連
紫
塞
，

長
辞
赤
縣
，
永
別
神
州
。

ま
こ
と
に
画
匠
の
た
め
に
辱
め
ら
れ
、
遂
に
黄
沙
に
望
み

を
断
た
れ
、
悲
し
み
は
紫
塞
に
連
な
り
、
長
く
中
国
に
別
れ

を
告
げ
、
神
州
と
永
別
す
る
事
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
従
来
の
画
匠
の
プ

ロ
ッ
ト
が
変
文
に

お
い
て
も
展
開
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
『
西
京
雑
記
』
で
は
、

史
実
に
画
匠
の
プ
ロ

ッ
ト
が
加
わ

っ
て
昭
君
が
匈
奴
に
嫁
す
理
由

が
明
確
化
さ
れ
た
が
、
変
文
で
は
更
に
、
匈
奴
に
嫁
し
た
後
の
昭

君
と
単
干
に
ま
で
話
が
及
ん
で
い
る
。
史
実
は
曲
げ
ら
れ
て
、
昭

君
は
単
干
の
子
を
産
む
事
も
な
く
病
没
し
、
単
干
の
悲
嘆
に
暮
れ

る
様
子
が
描
か
れ
る
。

変
文
に
お
け
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
豊
か
さ
は
絵
解
き
と
い
う
性

格
に
負
う
所
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
散
文
で
物
語
の
筋
を
語

り
、
絵
画
を
示
し
な
が
ら
登
場
人
物
の
心
境
を
う
た
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
紆
余
曲
折
し
た
物
語
展
開
が
要
求
さ
れ
る
。

ま
た
、
下
巻
で
は
昭
君
亡
き
後
の
服
喪
の
様
子
や
葬
儀
の
有
様
も

描
か
れ
て
お
り
、
異
民
族
の
風
習
に
も
及
ん
で
い
る
点
、
変
文
が

成
立
し
た
唐
代
の
時
代
性
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
興
味
深
い
。

変
文
に
お
け
る
呼
韓
邪
単
干
は
、
蛮
族
に
対
す
る
偏
見
を
超
え

て
夫
婦
間
の
愛
情
を
わ
き
ま
え
た
立
派
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。
昭
君
を
何
と
か
楽
し
ま
せ
よ
う
と
歌
楽
や
狩
猟
を
催
し
て

細
や
か
に
気
配
り
し
、
昭
君
が
病
気
に
な

っ
て
死
期
が
近
付
く
と
、

公
主
時
込
僕
亦
死
，
誰
能
在
後
喪
孤
魂
。

公
主
が
亡
く
な
る
時
に
は
某
も
ま
た
死
ぬ
で
あ
ろ
う
、
誰

が
後
々
ま
で
孤
魂
を
弔
う
だ
ろ
う
か
。

と
語
り
か
け
る
。
昭
君
が
身
罷
る
と
、
喪
に
服
し
て
死
者
の
側
か

ら
離
れ
ず
日
夜
悲
し
ん
で
慟
哭
す
る
。
葬
儀
に
際
し
て
は
、

早
知
死
若
埋
沙
裏
，
悔
不
教
君
還
帝
郷
。

れ
ば
、
と
昭
君
を
帝
郷
に
還
ら
せ
な
か
っ
た
事
を
悔
や
む
。

と
昭
君
の
願
い
を
汲
ん
で
や
れ
な
か
っ
た
事
を
後
悔
す
る
。
死
後

数
年
経

っ
て
、
哀
帝
の
使
者
と
し
て
楊
少
徴
が
弔
問
に
訪
れ
る
と
、

乍
可
陣
頭
失
却
馬
，
那
堪
向
老
更
亡
妻
！

む
し
ろ
陣
頭
に
て
馬
を
失

っ
て
も
、
ど
う
し
て
年
老
い
て

更
に
妻
を
亡
く
す
に
堪
え
ら
れ
よ
う
か
！

と
死
後
数
年
経
て
も
な
お
癒
さ
れ
な
い
悲
し
み
を
漢
使
に
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
変
文
に
お
い
て
は
匈
奴
に
嫁
い
だ
昭
君
が
病
死

と
い
う
悲
劇
的
結
末
を
迎
え
た
後
、
更
に
残
さ
れ
た
単
干
の
悲
し

み
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
く
。
そ
こ
に
は
単
干
の
昭
君
に
対
す

る
深
い
愛
情
が
存
在
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
単
干
の
愛
は
最
後
ま

で
報
わ
れ
な
い
。
昭
君
は
あ
く
ま
で
政
略
結
婚
の
犠
牲
者
で
あ
り
、

身
は
匈
奴
に
あ

っ
て
も
心
は
常
に
漢
に
向
か
い
、
最
後
ま
で
匈
奴

に
順
応
す
る
事
な
く
、
単
干
を
愛
す
る
事
な
く
世
を
去
る
。
ど
れ

程
単
干
が
昭
君
に
愛
情
を
注
い
で
も
彼
女
の
心
を
つ
か
む
事
は
で

き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

「
王
昭
君
変
文
」
の
人
間

関
係
に
つ
い
て
金
文
京
氏
は
、
単
干
か
ら
昭
君
へ
の
、
ま
た
昭
君

か
ら
元
帝
へ
の
「
片
思
い
の
文
学
」
と
述
べ
て
い
る
が
(12
)
、
王

昭
君
の
悲
し
い
運
命
だ
け
で
な
く
単
干
の
悲
嘆
に
ま
で
触
れ
て
い

る
点
、
こ
れ
ま
で
の
王
昭
君
故
事
を

一
歩
発
展
さ
せ
た
作
品
と
し

て
位
置
付
け
る
事
が
で
き
る
。
ま
た
、

登
場
人
物
の
感
情
を
巧
み

に
韻
文
に
詠
み
込
ん
で
い
る
変
文
は
、
既
存
の
簡
単
な
話
の
記
載

の
枠
を
脱
し
て
、
よ
り
虚
構
の
文
学
と
し
て
潤
色
さ
れ
た
作
品
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

敦
煙
変
文
に
は
「
王
昭
君
変
文
」
以
外
に
も
、
「
伍
子
脊
変
文
」
．

「
孟
姜
女
変
文
」

・

「
漢
将
王
陵
変
」

・

「
李
陵
変
文
」

・

「秋

胡
変
文
」
な
ど
中
国
の
歴
史
的
故
事
に
由
来
す
る
も
の
が
存
在
す

る
が
、
こ
れ
ら
の
故
事
は
「
王
昭
君
変
文
」

の
よ
う
に
元
雑
劇
と
し

て
戯
曲
化
さ
れ
て
い
る
(13)
。
変
文
が
敦
煽
を
中
心
と
す
る
辺
境

地
域
で
の
み
普
及
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
唐
か
ら
五
代
に
か
け

て
中
国
北
方
で
普
遍
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
と
(14
)
、
そ
れ

も
っ
と
早
く
、
死
ん
で
沙
漠
に
埋
め
ら
れ
る
と
知

っ
て
お
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王
昭
君
故
事
を
題
材
と
す
る
元
雑
劇
は
『
録
鬼
簿
』
に
は
「
漢

宮
秋
」
の
他
に
も
、
関
漢
卿
の
「
漢
元
帝
哭
昭
君
」

・
張
時
起
の
「
昭

君
出
塞
」
・
呉
昌
齢
の
「
月
夜
走
昭
君
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
侠
書
で
あ
る
。

「
漢
宮
秋
」
劇
の
刊
本
は
『
元
曲
選
』
・

『
古
名
家
雑
劇
』

．

『
顧
曲
齋
刊
本
』

・

『
酔
江
集
』
の
四
種
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ

ら
は
全
て
明
代
に
編
纂
さ
れ
た
刊
本
で
あ
り
、
元
刊
本
は
現
存
し

な
い
。
元
か
ら
明
に
か
け
て
の
刊
本
改
編
の
可
能
性
も
大
い
に
有

り
得
る
た
め
、
元
代
当
時
の
「
漢
宮
秋
」
の
様
相
を
窺
う
に
は
限

界
が
あ
る
事
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
概
し
て
元
刊
本
か
ら
明
刊

本
の
改
編
に
お
い
て
は
「
楚
昭
王
」
劇
や
「
趙
氏
孤
児
」
劇
の
よ

う
に
悲
劇
性
が
薄
め
ら
れ
て
団
円
化
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ゆ
え
に

「
漢
宮
秋
」
に
お
い
て
仮
に
刊
本
の
改
編
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、

本
来
の
元
刊
本
は
よ
り
悲
劇
色
の
濃
い
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
刊
本
の
問
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
で
は
『
元

曲
選
』
を
使
用
す
る
(lii
)
。

「
漢
宮
秋
」
は
題
目
を
「
汎
黒
江
明
妃
青
塚
恨
」
、
正
名
を
「
破

幽
夢
孤
贋
漢
宮
秋
」
と
す
る
。
全
四
折
で
正
末
は
元
帝
で
あ
る
。

ま
ず
劇
の
梗
概
を
述
べ
る
。

匈
奴
の
呼
韓
邪
単
干
は
漢
と
の
和
平
の
た
め
に
公
主
を
求
め
よ

う
と
す
る
。
元
帝
は
先
帝
崩
御
の
後
、
宮
女
が
少
な
く
な

っ
て
後

宮
が
寂
し
く
な

っ
た
た
め
、
毛
延
寿
に
命
じ
て
天
下
か
ら
美
女
を

集
め
、
そ
の
肖
像
画
を
描
か
せ
る
事
に
す
る

〔楔
子
〕
。
毛
延
寿

は
あ
ま
ね
く
天
下
を
巡

っ
て
百
名
の
美
女
を
選
ぶ
。
そ
の
中
の

一

人
、
成
都
枯
帰
県
の
百
姓
の
娘
王
昭
君
は
、
家
の
貧
困
と
自
分
の

容
姿
を
頼
み
に
し
て
毛
延
寿
に
賄
賂
を
贈
ら
ず
、
醜
く
描
か
れ
た
。

そ
の
た
め
長
ら
く
帝
の
寵
愛
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
夜
、
昭

4
 「

漢
宮
秋
」劇
の
悲
劇
性
（
伊
藤
実
雪
）

が
宋
・
元
代
の
諸
宮
調
や
元
雑
劇
に
も
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
漢
宮
秋
」
劇
の
悲
劇
性

君
が
琵
琶
を
弾
い
て
い
る
所
へ
元
帝
が
通
り
か
か
り
、
昭
君
を
見

初
め
て
寵
愛
し
、
明
妃
に
封
じ
た
。
そ
し
て
毛
延
寿
を
斬
首
す
る

よ
う
命
ず
る
〔
第
一
折
〕
。
毛
延
寿
は
匈
奴
に
逃
れ
、
単
干
に
昭

君
の
絵
姿
を
献
上
し
て
、
昭
君
は
匈
奴
に
行
く
事
を
願

っ
た
が
漢

王
が
手
放
さ
な
い
、
と
偽
り
の
奏
上
を
し
て
昭
君
を
妃
と
し
て
薦

め
る
。
単
干
は
昭
君
の
美
し
さ
に
感
嘆
し
、
是
非
と
も
間
氏
に
迎

え
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
漢
に
昭
君
を
求
め
、
要
求
に
応
じ
な
け

れ
ば
挙
兵
し
て
侵
略
す
る
と
告
げ
る
。
漢
の
大
臣
た
ち
は
単
干
の

要
請
を
受
け
る
よ
う
に
奏
上
す
る
が
、
元
帝
は
大
臣
た
ち
の
不
甲

斐
無
さ
に
憤
り
つ
つ
反
対
す
る
。
昭
君
は
国
家
の
た
め
に
自
ら
胡

地

へ
赴
く
事
を
願
い
、
元
帝
も
や
む
な
く
許
可
す
る
〔
第
二
折〕。

元
帝
は
昭
君
を
長
安
郊
外
の
漏
橋
へ
見
送
り
、
別
離
を
嘆
き
つ
つ

別
れ
の
杯
を
酌
み
交
わ
す
。
昭
君
は
漢
の
衣
装
を
残
し
、
迎
え
の

使
者
に
急
き
立
て
ら
れ
て
旅
立
つ
。
昭
君
は
単
干
に
連
れ
ら
れ
て

北
上
し
、
漢
と
匈
奴
の
国
境
の
黒
龍
江
に
至
る
。
そ
こ
で
江
に
身

を
投
げ
て
自
殺
す
る
。
単
干
は
昭
君
を
手
厚
く
葬

っ
て
江
の
そ
ば

に
葬
り
、
青
塚
と
名
付
け
る
。
そ
し
て
毛
延
寿
を
捕
ら
え
て
漢
に

送
り
、
再
び
漢
と
和
を
結
ぶ
事
に
す
る

〔第
三
折
〕
。
元
帝
は
昭

君
を
偲
び
つ
つ
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
が
、
あ
る
日
、
匈
奴
か
ら

逃
れ
て
来
た
昭
君
が
蕃
兵
に
捕
ら
え
ら
れ
る
夢
を
見
て
驚
い
て
目

覚
め
る
。
元
帝
は
雁
の
鳴
く
声
を
聞
い
て

一
層
佗
し
さ
を
募
ら
せ

る
。
翌
日
匈
奴
の
使
者
が
毛
延
寿
を
送
り
、
昭
君
の
死
を
告
げ
知

ら
せ
る
。
元
帝
は
毛
延
寿
を
斬
首
し
て
昭
君
の
霊
を
弔
う
〔
第
四

折〕。「
漢
宮
秋
」
の
悲
劇
性
を
考
え
る
に
際
し
て
ま
ず
最
初
に
着
目
し

た
い
の
は
、
大
団
円
の
問
題
で
あ
る
。
現
存
す
る
元
雑
劇
の
多
く

が
、
紆
余
曲
折
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
経
て
最
終
的
に
は
め
で
た

し
の
大
団
円
と
し
て
幕
を
閉
じ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

「漢
宮
秋
」
で

は
、
悪
役
毛
延
寿
が
漢
に
送
ら
れ
て
処
刑
さ
れ
、
昭
君
の
霊
は
最

後
に
慰
霊
さ
れ
て

一
応
の
形
式
的
な
解
決
は
な
さ
れ
る
も
の
の
、

昭
君
が
故
人
と
な

っ
た
以
上
元
帝
と
昭
君
の
愛
は
永
久
に
元
に
戻

ら
ず
、
完
全
な
団
円
劇
と
し
て
は
終
ら
な
い
。
明
以
降
の
王
昭
君

の
戯
曲
に
は
、
昭
君
が
死
な
ず
に
団
円
に
終
わ
る
よ
う
な
劇
も
作

ら
れ
て
い
る
が
(16
)
、
「
漢
宮
秋
」
の
作
者
馬
致
遠
は
悲
劇
的
結
末

の
ま
ま
幕
を
閉
じ
る
事
を
も

っ
て
よ
し
と
し
た
。
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
結
末
が
当
時
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
無
理
に
団
円
化

さ
れ
る
事
な
く
名
作
の
栄
誉
と
共
に
『
元
曲
選
』
の
巻
頭
を
飾

っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
「
漢
宮
秋
」
劇
を
悲
劇
な
ら
し
め
て
い
る
要
素
に
つ

い
て
、
以
下
に
考
察
す
る
。

①
王
昭
君
と
元
帝
の
悲
恋

先
行
の
王
昭
君
故
事
で
は
昭
君
と
元
帝
の
恋
愛
の
設
定
は
見
受

け
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
元
雑
劇
で
は
そ
れ
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
。
「
漢
宮
秋
」
の
主
題
が

二
人
の
恋
愛
感
情
に
あ
る
と

い
う

見
解
と
し
て
、
吉
川
幸
次
郎
氏
は
、

つ
ま
り
主
人
公
元
帝
は
、

一
種
の
極
限
情
況
に

い
る
人
物

で
あ
る
。
こ
の
極
限
情
況
に
い
る
人
物
に
お
い
て
も
、
恋
愛

感
情
は
、
竜
も
変
化
を
見
せ
ぬ
こ
と
は
、
こ

の
感
情
の
普
遍

さ
真
実
さ
を
、
強
調
す
る
も
の
で
あ
る。

そ
こ
に
こ

の
劇
の

何
よ
り
の
感
動
は
あ
り
、
価
値
は
あ
る
と
、
私
は
考
え
る。

そ
う
し
て
そ
れ
は
恋
愛
の
感
情
が
人
間
永
遠
の
も
の
で
あ
る

限
り
、
永
遠
に
普
遍
な
感
動
で
あ
る
。
(17
)

と
述
べ
て
い
る
。
昭
君
の
和
蕃
に
は
漢
と
匈
奴
の
平
和
維
持
と

い

う
、
個
人
の
枠
を
超
え
た
国
家
間
の
問
題
が
絡
ん
で
く
る
。
匈
奴

に
嫁
が
ね
は
な
ら
な
い
悲
惨
な
運
命
に
加
え
て
、

愛
す
る
者
と

の

別
離
と
い
う
試
練
に
よ

っ
て
昭
君
の
出
塞
に
は
よ
り
深
い
悲
哀
が

伴
う
。
第
二
折
、
匈
奴

へ
嫁
ぐ
事
を
告
げ
ら
れ
た
昭
君
は、

妾
既
蒙
陛
下
厚
恩
゜
嘗
効

一
死
。
以
報
陛
下
。
妾
情
願
和

蕃
。
得
息
刀
兵
。
亦
可
留
名
青
史
。
但
妾
輿
陛
下
閉
房
之
情
。

恙
生
揃
捨
也
。

私
は
既
に
陛
下
の
厚
恩
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に

一

死
を
尽
く
し
て
陛
下
の
ご
恩
に
報
い
る

べ
き
で
ご
ざ
い
ま

す
。
私
は
喜
ん
で
和
蕃
致
し
ま
し
ょ
う
。
戦
を
止
め
ら
れ
る
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な
ら
ば
、
歴
史
に
名
を
留
め
る
事
も
で
き
ま
し
ょ
う
。
た
だ
、

私
と
陛
下
と
の
閑
房
の
情
は
ど
う
し
て
捨
て
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。

と
言
い
、
漢
と
匈
奴
の
友
好
の

た
め
の
和
蕃
は
承
知
す
る
が
元
帝

と
の
別
れ
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
訴
え
る
。

第
三
折
、
昭
君
と
元
帝
の
別
れ
の
場
面
で
は

【雙
調
新
水
令
】．

【駐
馬
聰
】
・
【
歩
歩
嬌
】
・
【
落
梅
風
】
・
【
殿
前
歓
】
・
【
應

兒
落
】
・
【
得
勝
令
】
・
【
川
撥
悼
】
・
【
七
弟
兄
】
・
【
梅
花

酒
】
・
【
収
江
南
】
・
【
鴛
登
致
~】
の
全
十
二
曲
の
歌
を
通
し
て
、

昭
君
と
の
別
離
を
嘆
く
元
帝
の
心
情
が
切
々
と
う
た
わ
れ
る
。
有

名
な

【梅
花
酒
】
の
歌
を
見
て
み
よ
う
。

呪
。
俺
向
着
這
逍
野
悲
涼
。
草
巳
添
黄
。
色
早
迎
霜
。
犬

褪
得
毛
蒼
。
人
椀
起
櫻
鎗
。
馬
負
着
行
装
。
車
運
着
餘
糧
゜

打
撒
起
園
場
。
他
他
他
傷
心
辞
漢
王
。
我
我
我
播
手
上
河
梁
。

他
部
従
入
窮
荒
。
我
盤
輿
返
咸
陽
。
返
咸
陽
。
過
宮
騰
。
過

宮
騰
。
遠
廻
廊
。
遠
廻
廊
。
近
椒
房
。
近
椒
房
。
月
昏
黄
゜

月
昏
黄
。
夜
生
涼
。
夜
生
涼
。
泣
寒
漿
。
泣
寒
盟
。
緑
紗
窟
。

緑
紗
窟
。
不
思
量
。

あ
あ
！
こ
の
う
ら
寂
し
い
原
野
に
向
え
ば
、
草
は
枯
れ
、

兎
の
毛
色
は
早
く
も
白
く
変
わ
り
、
犬
は
色
あ
せ
て
青
黒
い

毛
と
な

っ
た
。
人
は
房
の
付
い
た
鎗
を
立
て
、
馬
は
荷
を
負

い
、
車
は
乾
糧
を
運
び
、
巻
狩
り
が
始
ま
っ
た
。
昭
君
は
傷

心
に
て
私
の
許
を
辞
し
、
私
は
手
を
携
え
て
橋
に
上
っ
た
。

彼
女
の
従
者
は
荒
涼
た
る
地
の
果
て
に
入
り
、
私
の
車
駕
は

咸
陽
に
帰
る
。
咸
陽
に
帰
り
て
宮
騰
を
過
ぎ
る
。
宮
謄
を
過

ぎ
て
廻
廊
を
廻
る
。
廻
廊
を
廻
り
て
椒
房
に
近
付
く
。
椒
房

に
近
付
け
ば
月
薄
暗
く
。
月
薄
暗
く
し
て
夜
寒
く
。
夜
寒
く

し
て
秋
蝉
泣
く
。
秋
蝉
泣
い
て
緑
紗
の
窓
。
緑
紗
の
窓
に
ど

う
し
て
彼
女
を
思
わ
ず
に
お
ら
れ
よ
う
か
。

同
じ
く
王
昭
君
故
事
を
題
材
に
し
た
戯
曲
で
も
、
明
の
陳
興
郊

の
「
昭
君
出
塞
」
劇
で
は
、
元
帝
と
の
恋
愛
の
設
定
は
な
く
、

『
西

京
雑
記
』
の
流
れ
を
汲
ん
だ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
元
帝
は
昭
君

の
出
発
の
時
に
初
め
て
対
面
し
て
そ
の
美
貌
に
驚
き
後
悔
す
る
が

「
漢
宮
秋
」
劇
の
悲
劇
性
（
伊
藤
実
雪
）

時
既
に
遅
く
、
や
む
な
く
昭
君
を
家
来
に
送
ら
せ
て
早
々
に
退
場

す
る
。
「
漢
宮
秋
」
第
三
折
全
体
を
通
し
て
別
離
の
悲
し
み
が
う
た

わ
れ
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
の
と
比
較
す
る
と
、
何
と
も
味
気

な
い
出
塞
場
面
で
あ
る
。

第
三
折
は
劇
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
の
場
面
で
あ
る
が
、
第
四
折

で
は
独
り
漢
宮
に
て
昭
君
を
思
い
つ
つ
佗
し
く
過
ご
す
元
帝
の
心

情
が
う
た
わ
れ
る
。
残
さ
れ
た
者
の
悲
嘆
を
描
い
て
い
る
と
い
う

点
で
、
第
四
折
の
元
帝
は
「
王
昭
君
変
文
」
の
単
干
の
立
場
と
共

通
す
る
も
の
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
世
の
最
高
権
力
者
で
あ

っ
て

も
意
の
ま
ま
に
な
ら
ぬ
事
が
あ
り
、
愛
す
る
者
を
失

っ
た
悲
し
み

は
世
間

一
般
の
人
々
と
何
ら
変
わ
る
所
は
な
い
の
で
あ
る
。

第
四
折
で
は

【中
呂
調
粉
蝶
兒
】
・
【
酔
春
風
】
・
【
叫
磐
】．

【蔓
青
菜
】

【

白
鶴
子
】

【別
銀
燈

】

【

名
編
】
．

小
棲
】
・
【
名
編
】
・
【
渦
庭
芳
】
・
【十
二
月
】
・
【尭
民
歌
】．

【随
照
】
の
全
十
三
曲
の
曲
の
合
間
に
雁
の
鳴
き
声
が
五
回
挿
入

さ
れ
る
演
出
が
独
特
で
あ
る
。
雁
は
元
帝
の
歌
に
呼
応
す
る
か
の

よ
う
に
、
ま
た
自
己
の
存
在
を
知
ら
し
め
る
か
の
如
く
頻
繁
に
鳴

く
。
雁
を
元
帝
の
悲
し
み
の
友
と
す
る
解
釈
も
あ
る
が
(18
)
、
昭

君
の
形
代
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
古
来
よ
り

騰
は
秋
に
な
る
と
南
へ
飛
び
、
春
に
な
る
と
北
に
到
り
、
妻
が
夫

に
従
う
の
に
喩
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
礼
記
』
昏
義
第
四
十
四
に

よ
れ
ば
、
婚
礼
の
時
に
婿
が
嫁
を
迎
え
に
行
く
際
、
嫁
の
家
に
雁

を
贈
っ
て
嫁
を
貰
い
受
け
る
証
と
し
た
と
い
う
(19
)
。
雁
は
婚
姻

の
際
の
重
要
な
贈
り
物
で
あ
っ
た
。
「
王
明
君
詞
」
に
は
「
願
わ

く
は
飛
鴻
の
翼
を
瑕
り
、
之
に
乗
り
て
以
て
遅
に
征
か
ん
」
と
い

う
句
が
あ
り
、
ま
た
、
武
帝
の
時
に
烏
孫
へ
嫁
し
た
烏
孫
公
主
は

「
悲
愁
歌
」
〔
『
古
詩
源
』
巻

二〕

に
て
「
願
わ
く
は
黄
鵠
と
為
り

て
故
郷
に
還
ら
ん
」
と
う
た
っ
て
い
る
(20
)
。
胡
地

へ
嫁
い
だ
女

性
た
ち
は
望
郷
の
念
を
自
由
に
空
飛
ぶ
鳥
に
託
し
て
い
る
。
昭
君

は
自
殺
し
て
、
雁
に
弧
魂
を
委
ね
て
元
帝
の
も
と
に
還
っ
て
来
た

も
の
の
、
死
ん
で
肉
体
は
無
く
な
っ
た
た
め
元
帝
に
気
付
い
て
も

ら
え
な
い
。
今
世
に
お
い
て
は
永
久
に
元
帝
に
相
見
え
る
事
が
で

【上

き
な
く
な

っ
た
昭
君
の
悲
し
み
を
雁
の
声
は
代
弁
し
て

い
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。

②
王
昭
君
の
死
と
儒
教
的
倫
理
の
問
題

第

一
折
の
登
場
場
面
で
、
昭
君
は
以
下
の
よ
う
に
自
己
紹
介
す
る
。

妾
身
王
嬉
。
小
字
昭
君
。
成
都
枯
帰
人
也
。
父
親
王
長
者
。

平
生
務
農
為
業
。
母
親
生
妾
時
。
夢
月
光
入
懐
。
復
墜
干
地
。

後
来
生
下
妾
身
。

私
は
王
嬉
、
小
字
は
昭
君
、
成
都
枯
帰
の
者
で
す
。
父
親

の
王
長
者
は
平
生
は
農
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
母
親
は
私

を
生
む
時
、
月
光
が
懐
に
入

っ
て
ま
た
地
に
落
ち
る
の
を
夢

に
見
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
を
生
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
昭
君
の
運
命
を
暗
示
す
る
科
白
で
あ
る
。
黒
龍
江
に
て
死

を
迎
え
る
事
は
第
二
折

【賀
新
郎
】
の
曲
中
の
「
圭円
塚
」
と
い
う

言
葉
か
ら
も
予
見
さ
れ
る
。

俺
又
不
曾
徹
齊
雷
高
蓋
起
摘
星
棲
。
不
説
他
伊
手
扶
湯
゜

則
説
那
武
王
伐
紺
。
有

一
朝
身
到
黄
泉
後
。
若
和
他
留
侯
留

侯
廊
邁
゜
仰
可
也
羞
那
不
羞
。
悠
臥
重
梱
食
列
鼎
。
乗
肥
馬

衣
軽
裟
。
悠
須
見
舞
春
風
撒
柳
宮
腰
痩
。
悠
下
的
教
他
環
凋

影
描
青
塚
月
。
琵
琶
磐
断
黒
江
秋
゜

私
は
未
だ
か
つ
て
青
空
を
突
き
通
し
て
高
く
摘
星
棲
を
建

て
た
事
は
な
い
し
、
伊
手
が
湯
を
扶
す
と
説
い
た
事
も
な
い
。

た
だ
か
の
武
王
が
討
王
を
倒
し
た
事
を
説
く
の
で
あ
る
。
あ

る
朝
黄
泉
に
到

っ
た
後
に
、
も
し
か
の
留
侯
と
遇
う
な
ら
ば
、

汝
は
恥
じ
る
か
恥
じ
ま
い
か
。
汝
は
褥
を
重
ね
て
臥
し
、
鼎

を
並
べ
て
食
し
、
肥
え
た
馬
に
乗
り
、
軽
や
か
な
皮
衣
を
纏

う
。
汝
は
、
春
風
に
舞
う
昭
君
の
痩
せ
た
様
を
見
る
べ
き
で

あ
る
。
ど
う
し
て
彼
女
に
、
環
源
の
影
が
青
塚
の
月
に
揺
れ
、

琵
琶
の
音
が
黒
江
の
秋
に
絶
え
る
よ
う
な
事
を
さ
せ
ら
れ
よ

う
か
。

昭
君
が
自
殺
す
る
設
定
は
馬
致
遠
の
創
作
で
あ
る
。
第
三
折
の
最

後
、
漢
と
匈
奴
の
国
境
に
至

っ
た
昭
君
は
、

5
 



「
漢
宮
秋
」
劇
の
悲
劇
性
（
伊
藤
実
雪
）

漢
朝
皇
帝
。
妾
身
今
生
巳
突
。
尚
待
来
世
也
。

漢
の
皇
帝
陛
下
、
私
の
今
世
は
終
り
で
す
。
来
世
を
お
待

ち
下
さ
い
ま
せ
。

と
言
っ
て
江
に
飛
び
込
む
。
こ
れ
は
当
然
史
実
か
ら
外
れ
て
お
り
、

先
行
の
王
昭
君
故
事
に
も
見
ら
れ
な
い
展
開
で
あ
る
。
単
干
の
妻

と
な

っ
て
か
ら
病
死
す
る
「
王
昭
君
変
文
」
と
も
異
な
り
、
元
帝

に
対
す
る
操
を
死
守
し
て
い
る
。
死
ん
で
し
ま
っ
て
は
和
蕃
公
主

の
使
命
は
果
た
さ
れ
な
い
が
、
昭
君
の
行
為
に
感
じ
入
っ
た
単
干

は
事
の
顛
末
を
毛
延
寿
の
責
任
と
し
て
漢
と
和
親
す
る
。
い
さ
さ

か
性
急
な
展
開
で
は
あ
る
が
、
昭
君
の
死
に
よ
っ
て
毛
延
寿
は
罰

せ
ら
れ
る
事
に
な
り
、
こ
う
し
て
勧
善
懲
悪
の
論
理
は
貫
か
れ
る
。

勧
善
懲
悪
は
中
国
古
典
劇
の
一
種
の
テ
ー
ゼ
で
あ
り
、
公
案
物
の

よ
う
な
元
雑
劇
で
は
最
終
的
に
悪
者
の
姦
計
は
暴
か
れ
、
一
件
落

着
し
て
終
る
。

単
干
の
妻
と
な
る
前
に
自
ら
死
を
選
ん
で
操
を
守
り
元
帝
へ
の

愛
を
貫
く
昭
君
の
行
為
の
背
景
に
は
、
中
国
人
の
儒
教
倫
理
が
大

き
く
作
用
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
中
国
人
の
倫
理
観
と
演
劇
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
高
橋
繁
樹
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

中
國
に
あ

っ
て
は
、
古
典
悲
劇
の
主
人
公
の
行
動
は

一
般

的
に
い

っ
て
こ
の
よ
う
な
儒
教
倫
理
に
従
順
で
あ
り
、
そ
れ

を
疑

っ
て
否
定
し
た
り
、
新
た
に
人
間
普
遍
の
員
理
を
提
出

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
身
に
ふ
り
か

か
る
不
幸
や
災
難
に
た
ち
む
か
う
に
は
た
ち
む
か
う
が
、
そ

の
善
や
正
義
の
内
容
は
、
依
然
と
し
て
博
統
祠
教
で
あ
る
儒

教
倫
理
の
域
を
出
な
か
っ
た
0

(21) 

そ
し
て
中
国
に
本
格
的
悲
劇
が
少
な
い
要
因
と
し
て
中
国
の
倫
理

観
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
王
昭
君
は
確
か
に
儒
教
倫
理
に
従

順
で
あ
り
、
そ
れ
を
頑
な
に
貫
い
て
死
を
選
ぶ
。
儒
教
社
会
に
お

い
て
は
、
妻
た
る
者
に
は
貞
操
堅
持

・
貞
節
実
践
が
強
固
に
要
請

さ
れ
、
操
を
汚
す
の
は
女
性
に
と
っ
て
最
大
の
恥
辱
と
考
え
ら
れ

て
い
た
が
(22)
、
封
建
的
礼
教
を
遵
守
し
、
死
と
い
う
形
で
元
帝

へ
の
節
を
守
り
通
す
昭
君
の
行
動
か
ら
は
、
運
命
に
翻
弄
さ
れ
る

5

お
わ
り
に

ば
か
り
で
な
い
意
思
の
強
さ
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
夫

へ
の
貞
操
を
守
っ
て
再
婚
せ
ず
冤
罪
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
た
「
寅

蛾
寃
」
劇
の
寅
蛾
に
も
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

概
し
て
、
元
雑
劇
に
描
か
れ
る
女
性
主
人
公
は
、
昭
君
や
寅
蛾

の
よ
う
に
儒
教
倫
理
を
遵
守
す
る
傾
向
が
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
悪

者
の
姦
計
に
よ
っ
て
不
幸
な
境
遇
に
陥
る
も
の
の
、
断
固
と
し
て

儒
教
倫
理
に
従
う
道
を
選
ぶ
。
時
と
し
て
そ
の
選
択
が
悲
劇
的
結

末
を
迎
え
、
結
果
と
し
て
死
に
至
る
よ
う
な
場
合
で
あ

っ
て
も
決

し
て
妥
協
し
な
い
。
あ
る
意
味
で
は
捨
て
身
の
自
己
犠
牲
的
行
為

で
は
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
頑
な
な
ま
で
に
儒
教
倫
理
に
従
お
う

と
す
る
毅
然
と
し
た
態
度
、
強
固
な
精
神
性
、
そ
こ
に
観
る
者
に

感
動
を
与
え
る
要
素
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
漢
宮
秋
」
劇
の
悲
劇
性
に
つ
い
て
本
稿
で
は
、
昭
君
と
元
帝

の
悲
恋
と
、
昭
君
の
死
と
儒
教
的
倫
理
の
点
か
ら
考
察
し
た
。
王

昭
君
は
結
果
的
に
は
悲
し
い
運
命
を
辿
っ
て
死
に
到
る
が
、
あ
る

意
味
で
は
、
生
命
を
賭
し
て
倫
理
道
徳
を
遵
守
し
た
彼
女
の
精
神

は
当
時
の
中
国
人
（
漢
民
族
）
の
理
想
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
愛
す
る
者
を
永
久
に
失

っ
た
悲
し
み
に
暮

れ
る
元
帝
の
姿
は
、
皇
帝
で
あ

っ
て
も
愛
別
離
苦
か
ら
逃
れ
る
事

は
で
き
な
い
と
い
う
真
諦
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
元
帝
の
嘆
き
の
場
面
は

一
般
大
衆
の
大
い
に
共
感
す
る
所
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

元
か
ら
明
に
か
け
て
雑
劇
の
改
編
が
進
む
中
で
「
漢
宮
秋
」
劇

は
無
理
に
団
円
化
さ
れ
る
事
な
く
悲
劇
的
収
場
の
ま
ま
残
さ
れ
た

代
表
的
な
戯
曲
で
あ
る
。
元
代
に
お
け
る
悲
劇
の
様
相
を
、
我
々

は
「
漢
宮
秋
」
の
中
に
垣
間
見
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

(
1
)
拙
稿
「
元
雑
劇
に
お
け
る
悲
劇
の
存
在
ー

『
楚
昭
王
』
劇
の
改
編

を
中
心
に
ー
」
（
『
九
州
中
國
半
會
報
』
第
三
十
六
巻
、
平
成
十
年
）
。

(
2
)
和
蕃
公
主
は
中
国
の
異
民
族
に
対
す
る
政
策
で
、
宮
廷
の
女
性
を

異
民
族
の
長
と
結
婚
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
政
策
を
「
和

蕃
公
主
」
と
称
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
唐
代
以
降
で
あ
る
。

(
3
)
王
国
維
『
宋
元
戯
曲
史
』
（
太
平
書
局
、

一
九
六
四
年
）
．

〇
六
頁。

(
4
)
王
季
思
主
編
『
中
国
十
大
古
典
悲
劇
集
上
』
（
上
海
文
芸
出
版
社
、

．
九
八

二
年
）
九
頁
。

(
5
)
王
昭
君
故
事
と
敦
煙
変
文
に
関
し
て
は
以
下
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。

川
口
久
雄
「
敦
煙
変
文
の
素
材
と
日
本
文
学
ー
王
昭
君
変
文
と
我

が
国
に
お
け
る
王
昭
君
説
話
」

（
『
金
沢
大
学
法
文
部
論
集
文
学
篇
』
第
十
．
号
、
昭
和
二
十
八
年）

山
田
勝
久
「
王
昭
君
に
於
け
る
史
実
と
虚
構
性
の
系
譜
に

つ
い
て
」

（
『
語
学
文
学
〔
北
海
道
教
育
大
学
〕
』
―
―十
七
、
．
九
八
八
年）

金
岡
照
光
『
敦
埋
の
文
学
』
（
大
蔵
出
版
、
昭
和
四
十
六
年
）

金
岡
照
光
『
敦
煙
の
絵
物
語
』
（
東
方
書
店
、
．
九
八
．
年
）

金
岡
照
光
『
講
座
敦
煙
九
敦
煙
の
文
学
文
献
』
（
大
東
出
版
社
、

平
成
二
年）

王
重
民
『
敦
埋
古
籍
叙
録
』
（
商
務
印
書
館
、

．
九
五
八
年
）

林
幹
等
篇
『
昭
君
与
昭
君
墓
』
（
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、

．
九
八
七
年
）

(
6
)
原
文
は
、
徐
展
樗
選
注
『
漢
魏
六
朝
小
説
選
』
（
古
典
文
学
出
版
社
、

．
九
五
七
年
）
に
よ
る
。

(
7
)
王
汝
涛
編
校
『
全
唐
小
説
第

一
巻
』
（
山
東
文
芸
出
版
社
、

．
九

九
三
年
）
参
照
。
『
周
秦
行
記
』
で
は
、
薄
太
后
が
、
牛
僧
襦
の
夜

伽
の
相
手
と
し
て
昭
君
を
指
名
す
る
。

太
后
謂
王
婿
曰
：
”
昭
君
始
嫁
呼
韓
単
干
．
復
為
殊
累
若
単
干
婦
，

固
自
用
。
且
苦
寒
地
胡
鬼
何
能
為
？
昭
君
幸
無
辞
。“

(
8
)
王
汝
涛
編
校
『
全
唐
小
説
第
三
巻
』
（
山
東
文
芸
出
版
社
、
．
九

九
三
年
）
参
照
。
『
閲
玉
集
』
は
侠
書
で
あ
る
が
黎
庶
昌
の
『
古
逸

叢
書
』
に
第
十

二
巻

•

第
十
四
巻
の

二
巻
の
み
残
っ

て
い
る
。

(
9
)
小
川
環
樹
「
嬰
文
と
講
史
ー
中
國
白
話
小
説
の
形
式
の
起
源
ー
」(『

H

本
中
國
坐
會
報
』
第
六
、

一
九
五
四
年
）
参
照
。

(10)
金
文
京
「
『
王
昭
君
紐
空
文
』
考
」
（
『
中
国
文
学
報
』
第
五
十
冊
、

平
成
七
年
）
参
照
。

(11)
原
文
は
、
王
重
民
編
『
敦
煙
変
文
集
上
集
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、

一
九
五
七
年
）
に
よ
る
。
以
下
の
引
用
も
同
じ
。

(12)
金
文
京
、
前
掲
論
文
参
照
。

(13)
変
文
の
題
材
と
な

っ
た
故
事
の
戯
曲
化
の
例
と
し
て
、
以
下
に
『
録

鬼
簿
』
の
題
名
を
挙
げ
る
。

注
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顧
仲
清
「
陵
母
伏
剣
」

周
文
質
「
持
漢
節
蘇
武
還
郷
」

高
文
秀
「
伍
子
脊
棄
子
走
奥
城
」

呉
昌
齢
「
浣
花
女
抱
石
投
江
」

李
壽
卿
「
伍
員
吹
篇
」

「
孟
姜
女
変
文
」
↓
鄭
廷
玉
「
孟
姜
女
送
寒
衣
」

『録
鬼
簿
』
は
、
「
王
国
維
校
注
本
録
鬼
簿
」
（
『
宋
元
戯
曲
史
』
所

収
）
を
使
用
。

(14)
中
鉢
雅
量
「
敦
煽
変
文
の
説
唱
者
と
聴
衆
」
（
『
吉
田
敬

一
教
授
頌

寿
記
念
中
国
学
論
集
』
、
汲
古
書
院
、

一
九
九
七
年
）
に
よ
れ
ば
、

敦
煙
変
文
の
作
品
は
北
方
や
西
北
地
方
に
舞
台
を
設
定
す
る
傾
向

が
あ
る
と
い
う
。

(15)

テ
ク
ス
ト
は
、
威
晋
叔
編
『
元
曲
選
第

一
冊
』
（
中
華
書
局
、

一

九
七
九
年
）
を
使
用
す
る
。
以
下
の
引
用
も
同
じ
。

(16)
鄭
慶
歓
／
遊
佐
昇
訳
「
中
国
伝
統
戯
中
の
王
昭
君
戯
ー
民
俗
研
究

資
料
の

一
例
—

」
（
酒
井
忠
夫
•
福
井
文
雄
・
山
田
利
明
編
『
日
本
・

中
国
の
宗
教
文
化
の
研
究
』
、
平
河
出
版
社
、

一
九
九

一
年
）
参
照
。

(17)
吉
川
幸
次
郎
「
『
漢
宮
秋
雑
劇
』
の
文
学
性
」
（
『
吉
川
幸
次
郎
全
集

第
十
五
巻
』
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
四
年
、

一
九
四
頁
）
。
波
多

野
太
郎
氏
は
、
異
民
族
に
対
す
る
深
く
強
い
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
「
漢

宮
秋
」
の
中
心
的
主
題
と
し
て
い
る
。
波
多
野
太
郎

「漢
宮
秋
の

主
題
に
つ
い
て
ー
中
國
小
説
戯
曲
史
研
究
五
ー
」
（
『
東
方
学
』

第
九
輯
、
昭
和
二
十
九
年
）
参
照
。

(18)
吉
川
幸
次
郎
、
前
掲
書
。

(19)
父
親
属
子
而
命
之
迎
、
男
先
於
女
也
。
子
承
命
以
迎
、
主
人
筵
几

於
廟
、
而
拝
迎
於
門
外
。
婿
執
騰
入
、
揖
譲
升
堂
、
再
拝
莫
雁
、

蓋
親
受
之
於
父
母
也
。〔『
礼
記
』
昏
義
第
四
十
四
〕

(20)
烏
孫
公
主
と
は
、
江
都
王
劉
建
の
娘
細
君
の
事
。
武
帝
は
烏
孫
王

昆
莫
の
要
請
に
応
じ
て
元
封
六
年
（
前

一
0
五
）
細
君
を
公
主
と
し

て
烏
孫
へ
嫁
が
せ
た
。

(21)
高
橋
繁
樹
「
中
國
古
典
悲
劇
に
闊
す
る
比
較
演
劇
的
考
察
」
（
『
田

中
謙
二
博
士
頌
寿
記
念
中
国
古
典
戯
曲
論
集
』
、
汲
古
書
院
、

一
九

九

一
年
、
十
四
頁
）
。

(22)
下
見
隆
雄
『
孝
と
母
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
ー
中
国
女
性
史
の
視
座
』
（
研

文
出
版
、

一
九
九
七
年
）
参
照
。

「
漢
宮
秋
」
劇
の
悲
劇
性
（
伊
藤
実
雪
）

「
漢
将
王
陵
変
」

「
李
陵
変
文
」

「
伍
子
晋
変
文
」
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